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景気動向指数（2023 年 12 月）の予測  
 ～基調判断は「改善」維持も、先行きに下振れリスク～ 
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２ヶ月ぶりの上昇も、均せば横ばい圏内の動き 

内閣府から２月７日に公表される 2023年 12月の景気動向指数では、ＣＩ一致指数を前月差＋1.5ポ

イントと予想する。内訳では、投資財出荷指数や輸出数量指数などが大きく押し上げる見込みである。 

ＣＩ一致指数は比較的大きなプラスが見込まれるが、11月の低下分（前月差▲1.3ポイント）を取

り戻した程度であり、均してみれば一進一退の横ばい圏での動きが続いている姿に変化は見られない。 

 

24年１～３月に基調判断下方修正の可能性あり 

ＣＩ一致指数の基調判断は、９ヶ月連続で「改善」が予想されるが、先行きについては下振れ含み

だ。ＣＩ一致指数と関連が深い鉱工業指数をみると、24年１月の製造工業生産予測指数で前月比▲

6.2％の大幅減産が見込まれており、予測指数の上振れバイアスを除去した経済産業省による補正値で

は前月比▲10.5％と二桁減となっている。特に輸送機械での下振れが大きく、大手メーカーにおける

生産停止が影響している可能性がある。なお、仮に 23年 12月のＣＩ一致指数が前月差＋1.5ポイント

となった後、24年１月に前月差▲3.3ポイント以下であれば、基調判断は「足踏み」へと下方修正さ

れることになる。ハードルはかなり高いものの、予測指数の弱さからみればあり得ない話とはいえな

い。また、仮に１月が「改善」で踏みとどまったとしても、３月分（２月上昇、３月低下）で「足踏

み」に下方修正となる可能性もあるだろう。目先、基調判断の下方修正リスクに注意が必要だ。 

 

 

 

 

（出所）内閣府「景気動向指数」

（注）直近の2023年12月は第一生命経済研究所による予測値
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